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学校適正配置審議会の答申まとまる

　4月6日、（一財）藤本武弘育英会
から市内全ての中学校へ楽器や視聴
覚教材などが贈られました。
　これは同財団の事業活動として行
われたもので、 寄贈された備品は、
各中学校で教育活動の充実のために
活用されます。
   寄贈の品は次のとおりです。

葛印西中学校…トロンボーンなど
葛船穂中学校…フルートなど　　　葛木刈中学校…クラリネットなど
葛小林中学校…トロンボーンなど　葛西の原中学校…デジタルピアノなど
葛原山中学校…フルートなど　　　葛印旛中学校…デジタルピアノなど
葛本埜中学校…ピッコロなど　　　葛滝野中学校…視聴覚教材など。
　　　　　　　　　　　　　　　　　    ■問 学務課学務班（緯内線522）。

藤本理事長（右）から板倉市長に目録
が渡されました

中学校に楽器が寄贈されました　市内小・中学校の適正配置についての
答申書が、3月23日の印西市学校適正配
置審議会で、明石要一会長（千葉敬愛短期
大学学長）から大木教育長へ手渡されま
した。
　この答申には、学校の小規模化・大規模
化によって生じる教育指導や学校運営の
課題を解消し、子どもたちにより良い教
育環境を創造することが重要とした上で、

小・中学校の適正配置のあり方や取り組み方、留意すべき点などが盛り込まれ
ています。答申書を受け取った大木教育長は、「より良い教育環境の整備と教
育の質の向上を図るため努力したい」と述べました。今後は、この答申を踏ま
え、教育委員会の考え方をまとめた基本方針を策定し、小・中学校の適正配置
を推進していきます。答申の内容は、市ホームページに掲載。
　　　　　　　　　　　　　　　　　■問 学務課学校計画調整班（緯内線526）。

施策の体系と重点施策
重点
施策

施策政策基本目標

3かけがえのない自然環境の保全と活用豊かな自然環境を保全・活用し
たうるおいのある生活をめざす
　　　　 　　 　（自然環境）

1
恵まれた自然の中で
やすらぎを持って
生活できる
まちをつくる
〈生活環境〉

緑と調和した生活空間の形成と活用

環境負荷の低減による低炭素社会・資源循環型社会づくり次代につなぐ地球環境にやさし
い生活をめざす
　   　　（環境保全・廃棄物処理）多様な主体がつくりだすクリーンなまちづくり

持多様化する災害に対応する、自助共助も含めた防災対策の強化市民の安全を守り安心して生活
できる環境づくりを推進する
　　 　　　 　　　（防災・防犯） 新犯罪や事故から市民を守る、安全・安心社会の構築

社会の変化に対応した地域支え合い支援思いやり支え合う地域の福祉活
動を推進する　　　　　
　　　　　 　　 　  （地域福祉）

2
やさしさを持って
いきいきと暮らせる
まちをつくる
〈健康福祉〉

社会保険制度を含めたセーフティネットの強化

新ライフスタイルにあわせた多様な子育て支援策安心して子育てができる環境づ
くりを推進する　　
　　 　　　 （児童福祉・子育て） 子どもと親とを支える子育て環境づくり

持高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進
高齢者や障がいのある人にやさ
しい環境づくりを推進する
（高齢者・障がいのある人の福祉）

地域ぐるみで高齢者を支える見守り・予防・介護の仕組みづくり

持障がいのある人へのきめ細かな生活支援と社会参加の促進

持生涯いきいきと健やかに暮らすための健康づくりの推進誰もが健康で元気に暮らせる
環境づくりを推進する
　　　　　　　　  （健康・医療） 持市民の健康を支える医療体制の整備・充実

2生産基盤の整備や担い手の確保による持続的な農業の実現食を支える農業の持続的な発展
を図る　　　　　　
　　　　　  　　　  （農業振興）

3
地域の持つ

可能性を活かした
魅力ある
まちをつくる
〈産業振興〉

地産地消や農業体験など農業を通した地域の振興

新立地の優位性を活かした企業誘致・雇用確保の促進国際的な視野を持ち活力に満ち
た商工業の振興を図る
　　   　（商工業振興・企業誘致）地域の生活を支える商工業の活性化

ブ印西の魅力発信の体制強化観光資源の活用を図り交流と賑
わいを創出する　
　　　　　　　　　　    （観光）地域に存在する観光資源の活用・向上

明石会長（左）から大木教育長に
答申が渡されました

重点
施策

施策政策基本目標

持学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進生きる力を持ち未来を拓く子ど
もを育む　　　　　　　　  　
　　                 　　 （学校教育）

4
健やかな
心と体を育み
未来を拓く
まちをつくる
〈教育・文化〉

安全で安心できる教育環境づくり

年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動
生涯を通して学びスポーツに親
しめる環境づくりを推進する
     （生涯学習・生涯スポーツ）

地域で子どもたちを守り育てる環境づくり

市民が参加しやすいスポーツ環境の整備と推進体制の充実

創造性を育む文化・芸術活動の推進・継承
心に豊かさをもたらす文化の保
護と振興を図る　　　　　　　 
                                    　（文化）

持文化財の保護・活用

市史編さん事業の推進

開かれたまちをめざした国際交流・協力の充実互いの文化を認め合い尊重しな
がらともに歩める社会をめざす
　 　　　  （国際化・多文化共生） ブグローバル化に対応した多文化共生社会づくりの推進

地域の特性を活かした計画的な土地利用の誘導適正で機能的な土地利用を推進
する
                                 （土地利用）5

快適で暮らしやすい
都市機能の充実した
美しいまちをつくる
〈都市基盤〉

生活の利便性を高める拠点的な機能の強化

市民生活を支える道路網の整備・維持管理生活を支える交通環境を整備
する

（道路・公共交通） ブ地域の活性化と交通弱者の増加を見据えた地域公共交通の向上

生活を支える水のインフラづくりと維持更新
良好で魅力ある住環境を整備
する
（上下水道・都市景観・住宅）

持景観に配慮した美しいまちづくり

持人にやさしく豊かな住まいづくり

ブ市政情報の共有化と市民参加によるまちづくり市民が主体のまちづくりを推進
する

（住民自治）

6
市民と行政が
ともに歩み
健全で自立した
まちをつくる

〈住民自治・協働・
行財政〉

市民が主体の地域コミュニティ活動の推進

市民や大学・企業など多様な主体とともに進めるまちづくり皆でまちを育む環境づくりを推
進する　　　　　　　　　　　
　                                　（協働）男女共同参画の推進

市民目線で利用しやすい行政サービスの実現市民ニーズに応じた効率的で効
果的な行財政運営を行う　　　 
                                    （行財政） 持持続可能な行財政運営の実現

※「施策の体系」とは、将来都市像を実現するための「基本目標」と「政策」、「施策」を体系化したものです。

ト ピ ッ ク ス

※重点施策の表示　
　「新」…新しい成長の視点　「持」･･･持続可能の視点　「ブ」・・・ブランド向上の視点
　「2」…新しい成長・持続可能の2つの視点　「3」…3つの視点すべて該当

　クリーンセンターの移転に伴う次期中間処理施設整備事業について、印西
地区環境整備事業組合と組合の附属機関である「施設整備基本計画」、「地域振
興策検討」の両委員会がこれまで調査審議した結果を答申書にまとめました。
3月30日には、答申書授受式が執り行われ、大迫・福川両委員長から板倉
管理者に答申書が提出されました。
　次期中間処理施設の「施設整備基本計画」には、焼却処理方式の比較・選
定、発電や熱利用の方向性のエネルギーバランスの検討、排ガス自主規制値
の設定や煙突高の設定、アクセス道路のルート比較、事業方式の選定などが
盛り込まれています。
　「地域振興策」では、調査審議の結果、全100策のアイデアが抽出され、
地域まるごとミュージアム構想として、（1）地域の持続と再生に必要なイン
フラ整備など （2）地域内外の人々が集う多機能な複合施設 （3）次期中間
処理施設からの排熱利用事業など （4）里地里山の保全活用と、4つの展開種
別に分類しました。　
　今後は、両検討委員会の答申を踏まえ、「整備協定書」の締結に向け、周辺

住民と組合との協議を進めてまいります。これ
までの次期施設に関する取り組みにつきまして
は、組合のホームページをご覧ください。
■問 印西地区環境整備事業組合印西クリーンセン
ター・次期施設推進班内・（緯碓46 2734・■ＨＰ 
http://www.inkan-jk.or.jp）。

施設整備基本計画と地域振興策の答申まとまる

▲現在のクリーンセンター。
滑答申書授受式後の様子。
左から、岡田副管理者（栄
町長）、福川委員長（地域
振興策検討委員会）、板倉
管理者（印西市長）、大迫
委員長（施設整備基本計
画検討委員会）、伊澤副管
理者（白井市長）。

次期中間処理施設整備事業
（クリーンセンター）


